
緒
方
洪
庵
の
適
塾
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
瓦
町
で
始
ま
っ
た

が
、
天
保
十
四
年
二
八
四
三
）
十
二
月
に
過
所
町
に
移
っ
て
い
る
。
姓

名
録
は
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
一
月
よ
り
記
帳
を
始
め
て
、
元
治
元

年
（
一
八
六
四
）
七
月
で
終
っ
て
い
る
。
塾
生
の
数
は
六
三
六
名
、
伴
忠

（
１
）

康
先
生
の
「
適
塾
と
長
与
専
斎
」
の
本
に
よ
れ
ば
、
塾
頭
を
し
た
の
は

微
か
に
十
五
名
の
名
前
が
あ
り
、
次
の
人
達
で
あ
る
。

緒
方
郁
蔵
（
天
保
九
年
〈
一
八
三
八
〉
塾
頭
）
。
有
馬
摂
蔵
（
東
讃
州
寒
河

郡
冨
田
中
邨
・
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
○
〉
塾
頭
）
。
村
上
代
三
郎
（
播
州
加

東
郡
木
梨
村
・
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
○
〉
塾
頭
）
。
奥
山
静
叔
（
肥
後
山
鹿

湯
町
・
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
○
〉
入
門
、
弘
化
二
年
〈
一
八
四
五
〉
塾
頭
）
。

久
坂
玄
機
（
嘉
永
元
年
〈
一
八
四
八
〉
塾
頭
）
。
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
．

防
州
吉
敷
郡
鋳
銭
司
村
・
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉
入
門
、
嘉
永
二
年
〈
一
八

四
九
〉
に
塾
頭
）
。
飯
田
柔
平
（
防
州
隆
松
・
弘
化
一
年
〈
一
八
四
四
〉
入
門
、

嘉
永
三
年
〈
一
八
五
○
〉
塾
頭
）
。
伊
藤
慎
蔵
（
長
州
萩
浜
崎
・
嘉
永
二
年
〈
一

八
四
九
〉
二
月
八
日
入
門
、
嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉
に
塾
頭
、
又
安
政
元
年

〈
一
八
五
四
〉
に
も
再
び
塾
頭
と
あ
る
）
。
渡
辺
卯
三
郎
（
加
州
大
聖
寺
藩
．

嘉
永
一
年
〈
一
八
四
九
〉
に
入
門
、
嘉
永
六
年
〈
一
八
五
三
〉
に
塾
頭
）
。
栗

原
唯
一
（
京
都
室
町
下
立
上
ル
・
嘉
永
三
年
〈
一
八
五
○
〉
入
門
、
安
政
二
年

適
塾
の
塾
頭
を
し
た
筑
後
久
留
米
藩
医
松
下
元
芳

中
山
茂
春

〈
一
八
五
五
〉
に
塾
頭
）
。
松
下
元
芳
（
筑
後
久
留
米
両
替
町
・
嘉
永
七
年
〈
一

八
五
六
〉
五
月
七
日
入
門
、
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉
に
塾
頭
）
。
福
沢
諭
吉

（
中
津
藩
・
安
政
二
年
〈
一
八
五
五
〉
三
月
九
日
入
門
、
翌
年
に
塾
頭
）
。
長

与
專
斎
（
肥
前
大
村
・
嘉
永
七
年
〈
一
八
五
四
〉
六
月
二
十
八
日
入
門
、
安
政

五
年
〈
一
八
五
八
〉
に
塾
頭
）
。
山
口
良
哉
（
浪
速
・
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉

二
月
一
日
入
門
、
万
延
一
年
〈
一
八
六
○
〉
に
塾
頭
）
。
柏
原
学
介
（
讃
州
高

松
・
嘉
永
七
年
〈
一
八
五
四
〉
七
月
二
十
三
日
入
門
、
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉

に
塾
頭
）
。

こ
の
時
代
の
適
塾
は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
最
高
学
府
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
塾
頭
に
な
っ
た
人
が
如
何
に
秀
才
で
あ
っ
た
か
が
窺
え
る
。

松
下
元
芳
、
福
沢
諭
吉
、
長
与
専
斎
の
三
人
は
い
わ
ば
同
期
の
桜
で
、

し
か
も
三
人
と
も
九
州
出
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
同
胞
の
如
く
仲

が
良
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
共
に
塾
頭
を
し
て
い
る
。
三
人
の

中
で
は
長
兄
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
松
下
元
芳
（
写
真
１
）
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。

識

写真｜松下元芳(二代）
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松
下
元
芳
（
二
代
）
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
筑
後
久
留
米
藩
医

牛
島
養
朴
の
二
男
と
し
て
出
生
し
て
い
る
。
幼
名
は
寿
太
郎
。
後
に
両

替
町
の
伯
父
松
下
養
安
（
初
代
元
芳
）
の
養
子
と
な
る
。
系
図
に
あ
る
如

く
実
父
の
牛
島
養
朴
は
松
下
寿
庵
の
子
で
あ
る
か
ら
、
松
下
元
芳
（
二

代
）
は
本
来
松
下
家
の
血
筋
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
松
下
養
安
が
後

に
松
下
元
芳
と
名
乗
っ
て
い
る
の
で
、
松
下
元
芳
三
代
）
と
し
て
区
別

し
た
ほ
う
が
良
い
よ
う
で
あ
る
。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
三
月
六
日

に
日
田
の
広
瀬
淡
窓
の
威
宜
園
に
入
塾
し
て
い
る
。

資
料
１
は
松
下
元
芳
（
二
代
）
が
威
宜
園
入
塾
時
の
直
筆
の
署
名
。
こ

れ
は
大
分
県
日
田
市
に
お
い
て
平
成
二
年
十
一
月
に
威
宜
園
門
下
生
子

孫
全
国
同
窓
会
な
る
も
の
が
開
催
さ
れ
た
際
に
手
に
入
れ
た
コ
ピ
ー
で

あ
る
。
こ
の
同
窓
会
の
副
会
長
は
大
村
益
次
郎
の
子
孫
の
大
村
泰
敏
氏

で
私
は
監
事
を
し
て
い
た
。
実
物
は
門
外
不
出
。
私
は
中
山
家
の
先
祖

の
も
の
を
三
枚
手
に
入
れ
て
い
た
が
、
最
終
日
の
帰
り
際
に
松
下
元
芳

の
も
の
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
子
孫
が
会
に
欠
席
の
為
と
判
断
し
て
松

霧
岻
久
る
奉
る
替
吟

泌
下
元
芳
奮
久

入
函
叩
餓
》
轆
肘
叫
漆
甲
雇

緬
猿
躯
の
秀
逮

資料｜日田の広瀬淡窓の威宜園

に入門時の直筆の署名

参
葉
章
苧
者
稗
趣
姥
誇
唾
窪
率
悸
膠
蝉
／
丁

も
象
菅

《
門
、
施
下
篭
嬉
々

拶
渡
産
畠
謬
奔

下
元
芳
の
も
の
も
私
が
持
ち
帰
っ
た
。

元
芳
（
二
代
）
は
帰
藩
後
、
藩
医
中
島
泰
民
に
蘭
医
学
を
学
ん
だ
。
中

島
泰
民
は
牛
島
養
朴
と
共
に
弘
化
三
年
五
月
十
五
日
に
適
塾
に
入
門
し

て
蘭
学
と
藺
方
医
学
を
修
め
、
帰
藩
し
て
久
留
米
藩
の
西
洋
医
学
の
普

（
ワ
レ
）

及
に
尽
力
し
た
医
師
で
あ
る
。
元
芳
は
、
中
島
泰
民
や
牛
島
養
朴
の
勧

め
で
適
塾
に
入
門
し
て
い
る
。
資
料
２
は
彼
が
適
塾
入
門
時
の
直
筆
の

署
名
で
あ
る
（
適
々
斎
塾
姓
名
録
よ
り
）
。

前
記
の
よ
う
に
松
下
元
芳
は
福
沢
諭
吉
や
長
与
專
斎
よ
り
や
や
先
輩

格
で
あ
る
が
、
安
政
三
年
（
一
八
五
五
）
に
塾
頭
と
な
っ
た
彼
は
、
そ
の

年
の
秋
に
帰
藩
し
て
い
る
。
松
下
元
芳
の
後
は
福
沢
諭
吉
が
継
い
で
塾

頭
と
な
っ
て
い
る
。
福
沢
諭
吉
は
「
福
翁
自
伝
」
の
中
の
緒
方
の
塾
風

の
項
で
松
下
元
芳
と
の
思
い
出
話
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
と
先
輩
の
同
窓
生
で
久
留
米
の
松
下
元
芳
と
い
う
医
者
と
二
人

連
れ
で
、
御
霊
と
い
う
宮
地
に
行
っ
て
夜
見
世
の
植
木
を
冷
や
か
し
て

い
る
中
に
、
植
木
屋
が
「
旦
那
さ
ん
、
悪
さ
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
言
っ
た
の
は
、
吾
々
の
風
体
を
見
て
万
引
を
し
た
と
い
う
意
味
だ
か

ら
、
サ
ア
了
簡
し
な
い
。
ま
る
で
弁
天
小
僧
み
た
い
に
樫
繰
り
返
し
た
。

資料2 適塾入門時の

直筆の署名(適々斎塾姓

名録より）
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「
何
で
も
こ
の
野
郎
を
打
ち
殺
し
て
し
ま
え
』
と
私
が
怒
鳴
る
。
松
下

は
慰
め
る
よ
う
な
風
を
し
て
「
マ
ア
殺
さ
ぬ
で
も
宜
い
じ
ゃ
な
い
か
」

『
ヤ
ア
面
倒
だ
。
一
打
ち
に
打
ち
殺
し
て
し
ま
う
か
ら
止
め
な
さ
ん
な
」

と
、
そ
れ
こ
れ
す
る
う
ち
に
往
来
の
人
は
黒
山
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
大

（
３
）

混
雑
に
な
っ
て
来
た
か
ら
：
…
・
」
。

松
下
と
福
沢
は
同
胞
の
よ
う
に
仲
が
良
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
大
阪
の
生
活
に
お
い
て
は
、
勉
学
に
お
い
て
も
遊
び
に
お
い
て
も

二
人
で
過
ご
す
時
間
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
４
）

ま
た
、
長
与
專
斎
の
「
松
香
私
志
」
の
中
に
は
次
の
如
く
あ
る
。

「
余
か
入
塾
せ
る
時
の
塾
頭
は
伊
藤
愼
藏
（
長
州
の
人
）
と
て
越
前
大

野
藩
に
贈
せ
ら
れ
、
其
次
は
栗
原
唯
一
（
京
師
の
人
）
と
て
水
戸
藩
に
雇

は
れ
ぬ
。
其
後
は
久
留
米
の
人
松
下
元
芳
、
中
津
の
人
福
澤
諭
吉
相
踵

き
て
塾
頭
と
な
れ
り
・
松
下
は
藩
に
歸
り
て
後
い
く
程
も
な
く
病
残
し
、

伊
藤
・
栗
原
の
二
人
も
今
は
な
き
人
の
數
に
入
り
ぬ
。
ひ
と
り
福
澤
氏

は
其
後
東
京
に
出
て
英
學
を
修
め
、
慶
應
義
塾
を
開
き
て
大
に
英
才
を

養
成
し
、
文
明
の
先
導
者
と
し
て
一
代
の
敬
崇
す
る
所
と
な
り
、
老
益

壯
に
し
て
昔
日
の
元
氣
に
殊
な
る
こ
と
な
し
」
。

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
秋
に
帰
藩
後
の
松
下
元
芳
は
、
同
志
と
共
に

藩
内
に
西
洋
医
学
の
普
及
に
努
め
る
の
で
あ
る
。
工
藤
謙
同
に
端
を
発

し
た
久
留
米
藩
の
西
洋
医
学
は
適
塾
門
下
生
達
の
尽
力
と
真
木
和
泉
守

ら
の
努
力
に
よ
っ
て
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
に
久
留
米
藩
医
学
校

で
あ
る
「
医
学
館
」
（
の
ち
の
好
生
館
）
の
設
立
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
現
在
の
久
留
米
大
学
医
学
部
の
渕
源
で
あ
る
。

久
留
米
医
学
館
設
立
よ
り
数
年
前
、
緒
方
洪
庵
が
福
岡
藩
の
武
谷
祐

之
（
椋
亭
）
に
宛
て
た
手
紙
が
残
っ
て
い
る
。
武
谷
椋
亭
は
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
に
適
塾
に
入
門
し
て
い
る
。
適
塾
よ
り
帰
藩
し
た
武
谷
椋

亭
の
意
見
で
創
立
さ
れ
た
福
岡
藩
の
医
学
校
で
あ
る
賛
生
館
が
後
の
九

州
大
学
医
学
部
の
渕
源
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
武
谷
椋
亭
に
対
し

て
緒
方
洪
庵
は
安
政
四
年
二
八
五
七
）
十
二
月
二
十
日
附
の
手
紙
に
こ

う
記
し
て
い
る
。
「
久
留
米
之
松
下
君
当
秋
よ
り
帰
国
い
た
し
居
候
、
同

人
は
急
度
御
役
に
相
立
候
人
物
に
御
座
候
。
何
卒
洋
学
之
事
に
付
御
用

〔
Ｆ
Ｊ
）

之
事
も
候
は
ば
同
人
へ
御
相
談
有
之
候
而
も
可
宜
と
奉
存
候
」
。

こ
れ
を
見
る
と
緒
方
洪
庵
が
い
か
に
松
下
元
芳
を
信
頼
し
て
い
た
か

が
窺
え
る
。
こ
の
手
紙
等
に
つ
い
て
は
元
福
岡
大
学
教
授
井
上
忠
先
生

が
西
南
学
院
大
学
助
教
授
時
代
に
発
表
さ
れ
た
「
武
谷
家
所
蔵
蘭
学
者

書
翰
の
紹
介
」
と
い
う
論
文
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

慶
応
年
間
に
久
留
米
藩
政
府
の
中
心
人
物
で
進
歩
的
な
今
井
栄
（
明

治
二
年
保
守
的
尊
穰
党
政
府
成
立
後
切
腹
）
は
時
勢
を
先
見
し
て
久
留
米

藩
に
英
語
学
校
創
立
を
建
議
し
た
。
今
井
は
松
下
元
芳
と
福
沢
諭
吉
が

適
塾
で
の
親
友
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
松
下
に
命
じ
て
慶
応
義
塾
で
英

学
を
学
ば
せ
た
。
福
沢
に
と
っ
て
は
松
下
は
適
塾
の
先
輩
で
あ
り
、
し

か
も
自
分
の
一
代
前
の
塾
頭
を
し
た
人
物
で
あ
る
の
で
、
慶
応
義
塾
に

入
塾
と
い
う
の
で
は
な
く
賓
客
と
し
て
待
遇
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

つ
（
〕
○

（
６
）

久
留
米
藩
奥
医
師
の
玉
井
忠
田
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
慶
応
二
年
六
月

あ
き

に
松
下
元
芳
は
藩
主
有
馬
頼
威
の
正
室
で
あ
る
精
姫
（
将
軍
徳
川
家
の
養

つ
な

女
、
実
は
有
栖
川
詔
仁
親
王
の
王
女
詔
子
）
の
お
付
き
の
医
師
（
奥
詰
医
師
）

と
し
て
江
戸
に
行
き
、
福
沢
諭
吉
の
も
と
へ
通
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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医
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可

藩
医
一
代
医
二
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漢
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医
五
代

ｌ
養
朴

牛
島
家
へ
養
子

※

一
ｌ
シ
マ

中
山
琳
庵
に
嫁
す

ニ
フ
十
牛

Ｉ
釧
紳
轡

（
中
山
元
純
）
中
山
寿
建
の
婿
養
子

医
四
代

元藩
朴医

儒
学

た
い
き
つ

泰
橘

’ ※
医
五
代

牛
島
寿
太
郎
（
松
下
元
芳
二
代
）

松
下
家
へ
養
子

医
五
代
海
軍
中
将

元
芳
（
二
代
）
Ｉ
丈
吉
ｌ
元
Ｉ
高
興

医
六
代

牛
島
済
民
（
適
塾
入
門
簿
に
は
松
下
済
民
と
署
名
）

観
相
学
者

時
三
郎
（
石
龍
子
）

石漢 医
五
代

中
山
元
琳
（
二
代
）

学
者

庭
‐

’

医
六
代

や
す
し

寧

医
師
医
師

為
春
ｌ
茂
春
（
筆
者
）

医
師
医
師

弘
道
ｌ
和
道
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そ
し
て
慶
応
四
年
三
月
二
十
二
日
の
藩
主
夫
人
の
江
戸
発
、
京
都
の
実

家
行
き
迄
勤
め
て
い
る
。
そ
の
後
前
出
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
慶
応
四
年

八
月
に
は
御
蔵
米
百
五
十
石
、
父
（
初
代
元
芳
・
元
治
二
年
没
）
の
跡
を

う
け
、
奥
医
師
と
し
て
筑
後
久
留
米
に
い
る
記
録
が
あ
る
が
、
こ
の
頃

ま
で
に
松
下
は
久
留
米
藩
に
請
い
、
多
数
の
英
学
害
を
江
戸
で
購
入
し

て
い
る
。
こ
の
時
に
購
入
し
た
英
学
害
と
松
下
が
没
す
る
ま
で
に
手
に

入
れ
た
藺
医
害
を
合
わ
せ
て
二
十
冊
と
写
本
七
冊
（
写
真
２
）
が
久
留
米

市
民
図
書
館
に
保
存
し
て
あ
る
。

し
か
し
、
帰
藩
し
た
松
下
を
待
っ
て
い
た
の
は
藩
政
一
変
で
あ
っ
た
。

勤
王
撰
夷
党
の
水
野
政
権
樹
立
に
及
び
英
語
学
校
創
立
は
退
け
ら
れ

主
睡
舜
認
錘
灘
毎
Ｊ
溌
延
唖
Ｆ
雲

鰯
蝋

I

写真2松下文庫(久留米市民図書館蔵）

適塾や慶応義塾で勉学の前後に購入した洋書

(蘭害・英書)、写本等

た
。
英
語
学
校
が
立
ち
消
え
に
な
っ
た
事
を
知
っ
た
福
沢
諭
吉
は
松
下

に
上
京
を
促
し
、
ま
た
長
崎
病
院
か
ら
の
招
聰
も
あ
っ
た
が
、
藩
重
役

の
反
対
で
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
明
治
二
年
の
分
限
帳
に
「
御
医
師
奥

詰
緑
百
五
十
石
両
替
町
」
と
あ
る
。
松
下
は
医
学
館
で
は
蘭
医
学

の
原
書
で
医
生
に
講
義
し
、
西
洋
医
学
の
普
及
に
尽
く
し
た
が
、
希
代

の
学
識
を
活
用
さ
せ
る
大
舞
台
を
得
る
間
も
無
く
明
治
二
年
二
八
六

九
）
十
二
月
九
日
に
三
十
九
歳
の
若
さ
で
病
没
し
た
。

辞
世
の
詩
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
漢
よ
り
出
で
蘭
に
入
り
ま
た
英
を
学
ぶ
、
差
ず
、
吾
れ
強
い
て
仕
え

て
未
だ
名
を
成
さ
ず
。
鏡
に
対
し
舷
然
と
し
て
還
り
し
て
一
笑
す
。
蕎

辺
染
出
す
雪
千
茎
」
・
墓
碑
は
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
五
’
一
’
二
十
一
祥

雲
寺
に
あ
る
。

筆
を
置
く
に
当
り
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
元
福
岡
大
学
教
授
井
上
忠

様
、
郷
土
史
家
の
古
賀
幸
雄
様
、
ま
た
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

元
神
戸
大
学
教
授
今
津
健
治
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

参
ぞ
文
献

（
１
）
伴
忠
康
『
適
塾
と
長
与
専
斎
ｌ
衛
生
学
と
松
香
私
志
ｌ
』
十
二
頁
創

元
社
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）

（
２
）
篠
原
正
二
久
留
米
人
物
誌
」
三
六
六
頁
菊
竹
金
文
堂
、
久
留
米
市
、

一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）

（
３
）
福
沢
諭
吉
「
福
翁
自
伝
』
六
九
～
七
○
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
八

（
昭
和
五
十
三
年
）

（
４
）
伴
忠
康
一
適
塾
と
長
与
專
斎
ｌ
衛
生
学
と
松
香
私
志
ｌ
』
一
○
二
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～
一
○
三
頁
、
創
元
社
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）

（
５
）
井
上
忠
『
武
谷
家
所
蔵
蘭
学
者
書
翰
の
紹
介
」
三
の
二
二
頁
、
西
南

学
院
大
学
文
理
論
集
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
年
）

（
６
）
「
玉
井
忠
田
日
記
』
田
中
芳
胤
編
、
六
九
一
頁
、
七
二
二
頁
、
七
六
七

頁
、
七
八
九
頁
、
玉
井
忠
田
顕
彰
会
発
行
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元

年頁
…、

（
中
山
為
春
医
院
）
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